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of Mood States, 気分プロフィール検査）が有効と考えられる。POMS は、気分を評価する質問紙法の一
つとして McNair, Lorr,& Droppleman(1992) によって米国で開発され、横山・荒記 (1994) により日本




















　気分状態測定には POMS2（横山 ,2015）の短縮版を用い、学生のストレスの高さを総合得点 TMD (Total 
Mood Disturbance, 総合的気分状態）尺度注2)、その他の下位項目で判断した。
　ストレスコーピング尺度については、松木ら（2004）と清水ら (2012) の先行研究に倣い、簡便で短
時間終了できる「ストレス・コーピング・スケール　Stress Coping Scale （改訂版）」（冨永、2000 17）; 












　短期大学保育学科に所属する 1 年生 110 名で第 1 回目を開始した。1 学年全体に調査研究に関するア
ナウンスと協力依頼を行い、倫理的配慮に関する合意書を提出した学生を対象とし、2 回目までの参加
が 93 名であった。全 4 回参加した学生が 38 名で、3 ～ 4 回目を実験群（24 名）と統制群（14 名）に分
けた。対象者の年齢は 18 ～ 23 歳であった。
2.　調査時期
　１年次に、附属幼稚園 2 箇所において行なわれる 1 回目の教育実習（3 日間）がある（以降、「基本実
習」と呼ぶ）。夏季休暇中に自主的に行う体験実習以降、初めての実習であり、約 200 名が 2 期で 4 グ
ループに分かれて実施されるものである。この「基本実習（2015 年 11 月）」と、2016 年 2 月下旬から 3
月上旬までの 2 週間実施された「保育実習（保育所）」それぞれの前後で合計４回の気分調査（POMS2）
を実施した。また、「基本実習」後の POMS2（2 回目）を実施後に SCS １回目を実施した。「保育実習（保
育所）」前の POMS2（3 回目）を実施後に、実験群の学生へ中間報告書（図表 2）を配布した。その後「保
育実習（保育所）」後に POMS2（4 回目）と SCS（2 回目）を実施した（図 1）。





については「最近の傾向」を尋ねた。全て学生の自己採点で実施した。「基本実習（2015 年 11 月）」前
後の第 1-2 回で、清水ら (2012) が先行して論じた「抑圧」や「発散」といったストレスコーピング方
略を用いる学生のストレスの高まりを、POMS2 総合得点 TMD の上昇に準えて比較確認し、その後、「保育
実習（保育所）」前後の第 3-4 回で、中間報告書配布がストレスコーピング及び気分状態の変化に寄与
するという仮説を検証する。









　「基本実習（2015 年 11 月）」後の気分調査 POMS2（2 回目）と SCS（1 回目）で、清水ら (2012) が先行
して論じた「抑圧」や「発散」といったストレスコーピング方略を用いる学生のストレスの高まりを、









Dejection）」の群間差に有意傾向がみられた（いずれも実験群＜統制群）（活気活力：t (27.44) = 2.14, 
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